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研究成果の概要（和文）：私たちは、e-Learning ソフトの Moodle をベースにして、初心者レ

ベルにある日本の学生のために、「外国語としてのドイツ語」の独習コースをどの程度まで発展

させることが可能なのかを調べました。 私たちは、試験や観察を通して、特に次のことを見い

だしました。つまり学生は、条件つきで独習コースを受講するということです。すなわち、学

生にとって、自己学習は、教育的な器具としてのコンピュータとの接触に、あまり慣れていな

いということです。 私たちの研究のもう一つの主要なポイントは、自学自習に適しているフィ

ードバックの方法がどのようなものであるのかという研究でした。これに関して私たちは、仮

定に反して、詳細なフィードバックは必ずしも必要ではなく、いくつかの練習形式では学生を

混乱さえさせることがわかりました。さらに私たちは、Moodle をベースに会話練習する場合、

どのような可能性があるのか研究しました。 
 
研究成果の概要（英文）：Our project was about finding out if it is possible to create a 
self-study-course on the basis of Moodle for Japanese students on a beginner level. Through 
questionings and observations we could find out, that students are still hesitating taking 
such a self-study-course. One reason for this is students still feel not comfortable in a) 
using a computer for studying and b) studying independent and self-determined. Another 
emphasis of our research was in finding out which feedback is appropriated for different 
exercises. Against our assumption there is not always a need for elaborated feedback. 
Depending on the kind of exercise sometimes an elaborated feedback is disturbing the flow 
of the learning process. Furthermore we examined how to facilitate the oral expression of 
the students on the basis of Moodle. 
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１．研究開始当初の背景 
プロジェクトの背景には、現在の授業の要素
をできるだけ備えた学習プログラムをオン
ラインで提供した場合、日本の学生は、時間
的に制約を受ける授業以外に、どの程度自立
的に学習する意欲を持っているのかという
問題意識があった。今までそうした包括的な
オンライン講座に関する考察は行われてい
なかった。私たちの調査によれば、「外国語
（DaF）としてのドイツ語」の教科書のため
のいくつかの追加教材が、インターネットに
掲載されていた。例えば、慶応大学の学生が
使っている教科書「モデル」のために作られ
た教材があった。しかしながらインターネッ
ト上のこれらの教材は、統合したコースとし
て構想されたものでも、現代的な教授法の概
念に則して構想されたものでもなかった。特
にフィードバックの機能はきわめて単純な
ものであり、同様のことは、例えば日本の出
版社が個々の教科書に提供している他の練
習問題にも当てはまった。 
 しかしまさにこの日本において、私たちの
方法論では、本質的にインターネットに適応
した語学講座が有効なものとなる。すなわち、
どこでも、いつでも勉強できるというコンセ
プトは、人口の大部分が毎日通勤や通学に１
時間以上かかっている国においては、歓迎さ
れるものとなるのである。こうした状況に基
づいて私たちは、このオンラインドイツ語講
座を立ち上げることを決定した。 
 
２．研究の目的 
(1) 研究目的は、日本の学生向けに、現在の
授業の重要な構成要素を全て含んだ「外国語
としてのドイツ語」の講座を、初級者レベル
で設定可能かどうかを検証した。  
これらの要素は以下の通りある： 
• 読解理解 
• ヒヤリング理解 
• 会話 
• 筆記 
 さらに私たちは、この講座において、ドイ
ツ、オーストリア、スイスに関する一般的な
知識とともに、これらの国々における日常生
活での文化的知識も教えることを意図した。
これらの基本的な知識は、通常は教室での対
面授業において、準拠した教科書を使いなが
ら獲得されるものである。それに対してオン
ラインだけを利用する語学講座の難しさは、
あらゆる学習の困難な状況や間違いを想定
しながら、小さな学習単位にすべての能力の
養成のための要素を詰めこんで、適切なフィ
ードバックによって解答が得られるように
設定しなければならないことである。 
 
(2) 学生が間違った場合に、教師の指導なし

で正解に導かれるように、Moodle を使って
フィードバックシステムを作れるかどうか
を検証した。 
フィードバックの性能は、専門分野の文献等
においては、オンライン練習の品質のための
決定的に重要な基準と考えられており、それ
ゆえフィードバックには特別の注意が払わ
れている。しばしばオンライン講座では、主
に「正しい」「誤り」という単純なメッセー
ジから成り立つ学習者とプログラムの間で
の応答関係がある。しかしそれは、対面授業
において、主にこの二つのメッセージだけで
教員が学生の答えに対応するようなもので
ある。そうした態度について、誰も十分な教
育的態度として受け入れることはないだろ
う。むしろ学生たちが教員から期待している
のは、 
・何が正しいのか間違っているのかを説明す
ること、 
・学生が、自身の考えによってどのように正
しい解答にたどり着けばよいのかのヒント
を与えること、 
・答えが誤りであった場合の理由を、必要に
応じて説明すること、 
・学生が正解を知ることできた理由を、必要
に応じて説明すること、すなわちそれは、ど
こにこの問題のポイントが説明されていた
かを知ることで、もう一度その箇所を参照し
て復習をするためのである。 
 したがって、単純な「正しい」「誤り」と
いう回答に満足する人はほとんどいないの
だが、そのような単純なフィードバックは、
オンライン講座においてのみ許されるもの
である。したがって私たちは、e-Learning ソ
フト Moodle を使って、どの程度まで精巧な
フィードバックを構成できるかについての
研究を行った。 
 (3) 日本の学習者がメディアとどのように
接するのか、そして、メディアのどの要素が
集中的に利用され、利用されないのかを調査
しようとした。 
 学術論文の研究においても、また私たち自
身の教育経験においても、日本人学生が自律
学習に集中しないという現状が示されてい
る。それゆえ、私たちが調査したかったのは、 
・学生は Moodle を使って学習できるのか 
・どの作業単位で、Moodle を使って学習で
きるのか 
・どのような順番で提供されている教材を用
いるのか 
・どのようにフィードバックシステムを使う
のか 
・どのように学生はさまざまな練習形式を用
いるのか、 
・会話演習を行うことは可能なのか 
・どの様式の練習問題を取り扱うことができ



るのか、 
・どのような様式で、翻訳を利用することが
できるのか、 
・どのように抵抗なくシステムを利用するの
か、 
という点であった。 
 
(4) どのような方法を採用すれば、独習コー
スにおいて、会話練習の活性化が可能なのか
調べたかった。 外国語を話すことは、オン
ライン講座においては特別に難しい点であ
る。というのも、会話パートナーがいないと
いうことと、会話というものが通常はオープ
ンな様式であるから、それをオンライン講座
に落とし込むということは非常に難しいか
らである。もともと自由な対話を文法的にチ
ェックすることは、人工知能の発達とともに
可能になりつつあるが、しかしながら、それ
を Moodle の機能に対応させることは現状と
してはできない状況である。それゆえ、会話
の能力については、特別な工夫を施すことに
よって訓練する様式を検討する必要がある。 
 検討した結果、私たちは、あらゆるレッス
ンが以下の部分から構成されるように決定
した： 
1. Sehen, hören, üben（見る・聞くことの練
習）： 見る-聞く能力を訓練するための練習付
きのビデオ 
2．So sagt man auf Deutsch（ドイツ語では
こう言います）： 慣用的に用いるいい回しの
練習、さらにコミュニケーションに特化した
対話 
3 Systematisch lernen（文法体系の学習）： 
文法や筆記のための練習がついた文法に関
する説明 
4 Gehirnjogging（脳トレ）： セルフチェッ
クテストでは、復習しなければならない学習
内容や、すでに学習済の内容が学生に提示さ
れる  
5 Auf nach Deutschland（ドイツへ）： 学
生が他の学生たちと共同作業をしながら解
答しなければならない、ドイツのランデスク
ンデ、や文化的説明 
 
３．研究の方法 
私たちは学生に問題を出し、ビデオ付きの講
座で勉強させながら、学生の動作を記録する
ソフトウェアを使って観察した。 
アンケート評価の枠組みでの質問では、オン
ラインにおいて１課の最後に行った。それは
Google Documents の調査モジュールで作成
されたが、質問内容は、およそ 10 個の質問
を組み合わせて行った。 
・ビデオ（品質、関連性） 
・オーディオ（品質、利用法） 
・練習問題（関連性、難易度、理解度） 
・フィードバック（利用法、理解度） 

・テスト（難易度、理解度） 
 さらに私たちは、幾人かの学生に対してビ
デオカメラを設置し、彼らの学習状況を録画
した。後にソフトウェア„Screenflow“を使
うことによって、学生のパソコン上でのマウ
スの全ての動きを記録できるようになり、学
習状況を容易に分析することが可能になっ
た。さらに、„Screenflow“は、学生がどの
ように会話の練習を行ったのかについても
記録することができ、学生が会話練習にどの
ように取り組んだのかも記録した。 
 
 私たちが Moodle で作成した“ Online 
Deutsch”は,「ヨーロッパ言語共通参照枠」 
(CEF,Common European Framework of 
Reference for Languages)に準拠し,ドイツ語の
初学者（A1/A2 のレベル）を対象としている．
CEF は,語学力の国際的な目安として欧州各
国のプログラムに採用され,世界中の学習者
の指針となっており,A1 は「具体的な欲求を
満足させるための,よく使われる日常的表現
と基本的な言い回しが理解できる」レベル, 
A2 は「ごく基本的な個人的情報や家族情報,
買い物,近所,仕事など,よく使われる文や表現
が理解できる」レベルと位置付けられている．
“Online Deutsch”はこの A1/A2 レベルに準
拠しているだけでなく,大学のカリキュラム
(半期 12 課)にも対応しており,「読む」「書
く」「聞く」「話す」の４つの技能がバラン
スよく学習されるように配慮されている．
具体的な“Online Deutsch”の特徴としては, 
1）1000 以上の画面から構成されたコンテン
ツにより,オリジナルのビデオ教材と画像か
らなるテキストと練習問題,文法や表現の説
明,「ランデスクンデ」の情報などの提示,2）
教材は授業で教員とともに学習することも,
独習することも可能になるように設計,3）ネ
イティブ教員との会話演習やサポート用に
通話ソフト Skype を利用,4）学内外からアク
セス可能で,スマートフォン利用者の急増に
配慮し,iPad/iPod/iPhone でも利用可能,5）
留学生も利用できるように英語の説明も追
加,6）学習者の利便性を考慮し,紙媒体のテキ
ストなどが挙げられる． 

 さらに“Online Deutsch”の作成の際に
特に注意したのは,テストモードに付随す
るフィードバック機能の有効活用である．
e-Learning ソフトを評価する上で,フィー
ドバックシステムがそのソフトの質的評価
を決めると言っても過言ではない．という
のはフィードバックシステムによって,単
なる選択式のテストモードでは実現できな
い学習効果が期待できるからである．また
優れたフィードバックシステムは,成績上
位の高い学生よりも,むしろ学ぶべきポイ
ントをすぐに把握できない学生に対してよ
り大きな効果を発揮している．例えば,正答



の表示だけでなく,詳細な採点基準に従っ
て適宜アドヴァイスを表示するフィードバ
ックシステムでは,学生は一歩ずつ正答に
到達するように指導されるが,その学習過
程において,各問題の学習ポイント（例えば,
綴りの間違いやすい箇所,ピリオドやコン
マの有無,格変化の確認,複数解答の可否な
ど）が明示される．そのため時間の制約に
より授業では細かな指導ができない内容も,
ここでは学生は,間違えながら,正答に到達
するまでに学習ポイントを確認できるので
ある． 
 
４．研究成果 
 (１)詳細なフィードバックのシステムは、必
ずしも有用ではない。電子教材を使った学習
には一定のリズムがあり、そのリズムをフィ
ードバックシステムによって妨げるべきで
はない。 
私たちは、いくつかの練習様式において、非
常に有効なフィードバックシステムを開発
し、それは Moodle の可能性より高めること
に成功した。 このフィードバックシステム
は、筆記練習において最大の効果を発揮し、
入力するごとに正誤をチェックすることが
でき、例えば７番目の文字が間違っているこ
とを指摘することができた。そうしたフィー
ドバックシステムは、プログラムする時には
非常に時間を要することになった。さらに、
どの練習形式においてそうしたフィードバ
ックが有効であり、逆に有効でないのか、ま
たどの練習形式において面倒なプログラム
を省略できるのかをあらかじめ十分検討し
ておく必要があった。私たちの考察において
は、学生たちが練習問題を解答する際に、フ
ィードバックを読まないで、次のクリックボ
タンを押している練習問題があるというこ
とが確認された。特にその問題とは、選択肢
の練習問題であり、素早く正しい解答を押す
ことによって過ちを修正することができた
のであった。しかし、記述式の練習問題で
は、ヒントは非常に有効なものとなった。
その理由はこの練習問題の形式に由来する
が、学習者は解答して間違った場合、それ
がまず単なる書き間違えなのか、あるいは
完全に異なる言葉を選んでいるのかがわか
らないことになるが、それでもヒントを手
がかりに判断することができるのである。
選択肢問題のような問題とは異なり、記述
式のクリックしただけでは正答に到達する
ことはできない。それゆえヒントが求めら
れるのである。練習問題の適切な進行のた
めにも、練習問題の解答速度の維持や適切
な出題数は重要である。限定された問題数
の選択肢問題や並び替え問題に付属した柔
軟なフィードバックは、解答のリズムを維
持させることによって、学習効果を向上さ

せる。 
 
(２) 現在の授業に調和できない独自の独習
コースは、学生や講師に負担を課すだけであ
る。従って、最初からブレンディド−ラーニ
ングを構想して実施すべきである。 
既に上述したように、私たちが語学講座を受
講した学生との経験の後になれば、それに準
拠する多くの印刷教材を提供することがで
き、またそれをブレンディドラーニングコー
スとして提供することができる。さらにこの
ドイツ語のオンライン講座は、受講方法がま
ったく自由に設計されており、受講生は自分
で次にどのビデオをみるのか、あるいはどの
練習問題をやるのかを決めることができる。
その学生方針は一つの課の中でも、講座全体
の中でも自由であり、学生はそのように指示
を受けている。私たちの観察で、モニターの
学生はこの自由を用いることができないこ
とがわかった。すべての受講生は、設計して
あった順番に従って作業に取り組んだ．確か
にこの順序は、学習コースとして考えられた
ものではなく、すでに上述したように、より
多くのスキルのレッスン（視覚／聴覚、会話、
筆記、読み）の内容に応じて、ユニットがグ
ループ化されているのである。 
 さらに私たちの研究のもう一つの結果と
して、次のような定式化ができる。：オンラ
イン講座では、学生は通常では可能ではない、
またはどの学習コースが最善で最も興味深
いのかということを決定ししたいとは思わ
ない、ということを考慮に入れておくべきで
ある。学生は提供されたものから選ぶのでは
なく、与えられた順番に先に進むのであり、
あらゆる可能な課題に取り組み、すべての可
能なテキストをできるだけ読み、使用可能な
すべてのビデオを見るのである。オンライン
講座のコンセプトにおいては、そのことが考
慮されるべきである。結論は、学習コースは
論理的に構成され、学習単位はさらに小さな
単位から構成されなければならず、その課題
は時間としてはおよそ 30 分程度で学習され
るものである。 
 (３) 共同作業はほとんど機能しなかった。
ランデスクンデの課題では、共同作業が想定
されていたが、しかし、受講者は、互いにコ
ミュニケーションを取ることはせず、つねに
教師だけに対応している態度を取った。ほと
んどの学生は、他の学生によって送られたメ
ッセージに応答することはせず、すべての学
生のメッセージは、個々に独立しているだけ
であった。それは、すでに職業についている
受講者層（約 40〜50 歳代）とは異なる反応
であった．職業についている受講者層では、
相互に外国語で一緒にコミュニケーション
を取る姿勢が見られた． 
 



(４) 災害時、学生が通学不可能な場合、オン
ライン授業は、授業の代替措置となる。 
日本の大学でも、自宅や外出中に学習でき
る環境を整えることが望まれる。とりわけ
日本においては、学生が大学と自宅を頻繁
に往復するという事情が考慮されるべきで
ある。 
 2011 年 3 月に福島で生じた事態（原発事
故の影響により外出に困難が生ずる）を考
慮した場合、E-Learning コースは、一方
では各大学の負担軽減となり、同時に、こ
うした状況下でも、すなわち定期的に大学
へ通学することが困難な場合でも、教育活
動を継続することを可能にしてくれる。 
 最後に全般的なコメントをすれば、私たち
は 4年間集中的にビデオやオーディオの作成
に関与し、そして技術的な発展や e-Learning
ソフト Moodle の進歩とともに仕事の内容を
精査してきた。私たちは、このプロジェクト
で得た知識や経験をワークショップ等です
るつもりである。 
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